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　「夏」！

　地域おこし協力隊　宮
みやざき

﨑　陸
りく

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
55
～

！！

　

５
月
21
日
㈭
と
６
月
18
日
㈭
に
、
１

年
生
「
地
域
文
化
学
」
の
授
業
に
て
「
地

域
に
浸
る
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
町
内
で
活
躍
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
か
た
の
姿
に

学
ぶ
授
業
で
す
。

　

第
１
回
は
川
崎
小
動
物
病
院
の
川
崎

恵
さ
ん
、
つ
る
細
工
作
家
の
柳
沢
茜
さ

ん
、
齋
藤
弥
輔
さ
ん
に
、
第
２
回
は
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
横
山
信

一
さ
ん
・
佐
野
礼
子
さ
ん
、
民
宿
奥
川

入
の
皆
さ
ま
、
舟
山
真
人
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

〈
生
徒
の
声
〉

　

「
ま
だ
将
来
の
こ
と
は
漠
然
と
し
て

い
て
も
、
こ
れ
か
ら
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
、
自
然
と
や
り
た
い
こ
と
に

出
会
う
と
聞
き
、
今
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
経
験
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

「
山
と
と
も
に
生
き
る
の
は
と
て
も

素
敵
で
楽
し
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
大

変
そ
う
な
こ
と
も
多
く
、
憧
れ
は
あ

る
も
の
の
、
自
分
に
は
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。」

～
「
地
域
に
浸
る
講
座
」
を
開
催
～

　とうとう本格的に暑くなってきました。道の駅でのイベン

トや観光施設オープンにむけた仕事が終わり、家に帰ると「蒸

し暑いなぁ」と思うようになり、夏の訪れを感じています。

　私が初めて小国町に来たのは 2023 年５月でした。小国に

移住することは気持ちでは決めていましたが、小国町がどん

な場所なのかよくわからなかったので下見の意味も含め訪れ

ました。５月ということもあり熊まつりも初めて見ましたし、

まだ残雪があったことが今も記憶に残っています。それから

あっという間に３年が経ちました。

　協力隊の任期も残りわずかですが、任期満了までしっかり

と活動し小国町を楽しもうと思います！
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令
和
８
年

令
和
８
年  

第
５
回　

小
国
町
議
会
定
例
会

第
５
回　

小
国
町
議
会
定
例
会

　

令
和
８
年
第
５
回
定
例
会
が
６
月

４
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
22
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に

２
億
４
６
７
７
万
６
千
円
を
追
加

　

融
雪
後
に
確
認
さ
れ
た
施
設
等
の

破
損
修
繕
や
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
伴
う
物
価
上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ

る
委
託
料
を
追
加
す
る
ほ
か
、
年
度

当
初
の
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人

件
費
、
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

等
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
一
般
会

計
に
２
億
４
６
７
７
万
６
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

68
億
６
１
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る
次
期

総
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
町
が
直
接
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
経
費
の
組
み
換
え
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
竣
工
式
に
お

け
る
記
念
品
を
製
作
す
る
こ
と
と

し
、
製
作
に
要
す
る
経
費
を
追
加
し

ま
し
た
。

町
内
農
家
へ
の
支
援

　

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
持

続
的
な
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
す

新
規
就
農
者
に
対
し
、
創
農
チ
ャ
レ

ン
ジ
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
地
域
農
業
構

造
転
換
支
援
事
業
を
活
用
し
、
地
域

農
業
の
中
核
と
な
る
担
い
手
農
業
者

の
経
営
改
善
に
必
要
な
農
業
機
械
の

導
入
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

に
要
す
る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

高
校
魅
力
化
の
新
た
な
取
組
み
と

　
　
　

教
育
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
推
進

　

県
立
小
国
高
等
学
校
の
留
学
受
入

事
業
に
つ
い
て
、
一
般
財
団
法
人
地

域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
の
協
働
に
よ
る
、
小
国
高
校
に

特
化
し
た
募
集
イ
ベ
ン
ト
を
都
内
で

開
催
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す

る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
教
職
員
の
校

務
作
業
に
お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
文
部
科
学
省
の
「
生
成
Ａ
Ｉ
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向

け
た
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入

　

本
町
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
等

を
送
迎
す
る
29
人
乗
り
ス
ク
ー
ル
バ

ス
１
台
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
売

買
に
つ
い
て
２
事
業
者
に
よ
る
見
積

合
わ
せ
の
結
果
、
８
９
１
万
４
千
57

円
で
山
形
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

米
沢
店
に
落
札
決
定
し
、
こ
れ
に
消

費
税
等
を
加
え
た
９
８
０
万
円
で
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

白
い
森
お
ぐ
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

　

現
在
建
設
中
の
（
仮
称
）
小
国
町

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ

い
て
、
完
成
後
の
開
館
に
向
け
、
公

の
施
設
と
し
て
の
適
正
な
位
置
づ
け

と
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
設
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
新
施
設
の
名
称
に
つ

い
て
は
、
長
い
間
、
町
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
響

き
を
残
し
、「
白
い
森
お
ぐ
に
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
」
と
命
名
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

小
国
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、
次
の

か
た
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

横
山　

隆
藏
氏
（
小
玉
川
・
再
任
）

金　
　

敦
子
氏
（
小
渡
・
再
任
）

山
口　
　

満
氏
（
大
石
沢
・
再
任
）

舟
山　

孝
夫
氏
（
若
山
・
再
任
）

小
嶋　
　

剛
氏
（
町
原
・
再
任
）

大
谷　

健
人
氏
（
西
・
再
任
）

安
部　
　

茂
氏
（
小
股
・
再
任
）




